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1. はじめに 

 昨今、世界初の液化水素運搬船「すいそふ

ろんてぃあ」(1)や国内 158カ所に設置されて

いる水素ステーションなど、日本は水素社会

実現に向けた取り組みを世界に先駆けて推

進しているが、液体水素輸送・貯蔵効率向上

のための課題はいまだに多い。 

本研究では、液体水素容器内部の熱流動現

象を明らかにするため、数値シミュレーショ

ンによる液体水素の熱流体解析を行うこと

を目的とする。特に今回の研究では、液体水

素容器を模擬したクライオスタット内部で

の液体水素蓄圧実験の再現を目指しており、

得られた計算と実験を比較した結果を報告

する。 

2. 数値シミュレーション 

実験を再現するための要素として、基礎方

程式の 1 つである Schrage の式を①に示す。

Schrageの式は飽和点付近における気液間の

質量輸送率を表す式である。この式の中のア

コモデーション係数を σ= 0.00001 として、

STAR-CCM+を用いて計算を行った。 

 

 

 

ここで、�̇�𝑖 : 質量流束、𝑀 : 質量数、𝑅 : 

気体定数、𝑃 : 圧力、𝑇 : 温度、𝜎 : アコモデ

ーション係数、添え字の 𝑖 は気液界面を、 𝑣 

は飽和蒸気を表す。 

過去の研究(2)ではアコモデーション係数 

σ = 0.001で解析していた。その結果、クラ

イオスタット内部の圧力上昇は実験よりも

早くなり、再現性が低い結果となった。従っ 

Fig.1 Comparison of experiments and simulation. 

 

て、アコモデーション係数の改善、壁面熱流

束の調整、計算負荷の軽減を図り、より長い

時間で実験値の再現性を高めた。得られた結

果を Fig.1に示す。 

数値シミュレーションの結果、過去の研究

とは逆に、実験値よりも圧力上昇が遅くなっ

た。 

3. まとめと今後の予定 

 本研究では STAR-CCM+を用いた熱流体

解析により、液体水素容器内部の蓄圧状態を

調べた。未だ実現象の再現はできていないが、

壁面熱流束の調整などにより以前よりは実

験値に近い結果となった。今後は、引き続き

ジオメトリ内部への入熱条件を見直し、より

実現象に近い熱流体解析を目指す予定であ

る。 
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